
キーパーソンセミナー（2014 年度）受講者の取組事例 

 

仕事や部署を超えて連携することで 

男性の育児参画を推進 
 

■ 活動内容  ① 社外のイクメン男性社員へのヒアリング 

② 社内のイクメン社員を社内報で紹介 

③ イクメンランチミーティングの開催 

支援者である上長の理解もあり、セミナー受講後の 1 月から活動を開始。社内

の自主活動グループ「Happy Work Project 花と木星」（通称「はなもく」、女性

のキャリア支援などが目的）と連携し、共同で企画を実施しました。 

まずは、他社で初めて育休を取得した男性の方にお話を伺う機会をつくり

ました。お話の中で、共働き世帯か専業主婦世帯によって育児のニーズが異な

ることを知りました。また、社外・地域でのイクメンネットワークづくりに取

り組むという視点が新鮮でした。育児も仕事も趣味もパートナーと協力して、

無理なく自然体で両立することができるという素晴らしい事例でした。 

次に、社内事例も調べてみることにしました。イクメン社員は会社であまり

育児の話をしないというだけで、案外身近にいることがわかりました。そこで、

「育児=女性の役割」という既成概念を少しでも変えてもらうこと、社内にイ

クメンの存在を知ってもらうことをアピールするための企画を考えました。

その結果、2 月号の社内報の「はなもく通信」の欄に、社内のイクメン紹介と

いう記事を載せてもらうことになりました。 

続いて、本社の男性社員を対象に「働き方を考える」をテーマにしたランチ

ミーティングを 3 月に開催しました。ポスターやメール、直接呼びかけた結

果、ミーティングには 20 名以上もの男性社員が集まりました。普段、話す機

会が無い別の部署の男性同士でも、育児の話で盛り上がることができたのは

大きな収穫でした。 

こうした活動は継続的に行うことが大切だと思いますが、まずは男性の育



児参画への啓発や、仕事や部署を超えた男性社員のつながりのきかっけとし

て一歩を踏み出せたという実感を持てました。 

 

（上：社内報「WOW！ NEWS」での「イクメン特集」掲載） 

 

（下：「『働き方』について考えるランチミーティング」開催の様子 

 

 

■ 中野 在人（株式会社ジュピターテレコム 人事本部 人事部 企業理念推進グループ） 
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